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第６１期第２回青年委員会議事について 

 

第６１期第２回青年委員会の開催結果について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１．日時  令和２年１２月１８日（金）１３時００分～１９日１７時００分 

                         

２．場所  中央書記局及び各地区本部（オンライン開催と併用） 

 

３．出席者  

（青年委員会）山口青年委員長、吉見副青年委員長（18 日のみ）、清水副青年委員長、仲宗根副青年委

員長（19 日のみ）、関口書記長（19 日のみ）、島中執行委員（19日のみ）、近藤執行委員、

白神執行委員（19日のみ）、渡辺執行委員 

（オブザーバー）谷村組合員（名古屋） 

（青年担当中執）村岡中央執行委員 

 

４．議題   

（１）各地区本部情勢報告 

（２）「青年層組合員の処遇改善等に関する要求書」提出打ち合わせ及び総括 

（３）研修所交渉について 

（４）今期のＪＣＵセミナー等について 

（５）その他 

 

５．議事内容 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

１．各地区本部情勢報告 

 （１）函館 

    ・中等科研修生（中等科研修生は今期は全員組合員）へ支援物資（お菓子や飲料、フリスク等）

を送付した。 

    ・青年教宣紙を発行予定。内容は青年層新規加入組合員紹介。 

    ・今期は、千歳支署にて委員長と青年部長、未加入者がいる班の班長の組合員が千歳支署勤務の

青年層未加入者に対し加入説明会を実施。配布している資料は青年委員会作成の資料のみ。 

    ・旗開きはコロナ禍のため実施しない方向。     

 （２）東京 

    ・１２月５日 青年部総会を実施。副部長や選挙管理員等の青年役員も選出した。（コロナ対策を

した上で集合、全青年層組合員に案内を送付）←開催に対する批判的意見は無し。 

    ・１２月１１日 税関長交渉実施（青年部を代表して吉見青年部長が出席） 

    ・親執行部を中心としたクリスマスイベントを実施。１２月１４日～２５日の期間に事務室に訪

れた方にお菓子（３００～５００円程度のもの）を配り（チラシにて広報）、開かれた組合をと

いうものを目標に活動している。（ハロウィーンイベントが好評だったので、配るお菓子の数を

増やしている） 

    ・新職への加入逍遥の一環として、青年部長からメールを送信（加入届も PDF で添付）。その後、

委員長からも同様にメールによる加入逍遥を実施。近日、平成３１年度の研修生の教育官が執

行部におり、その方や職場の先輩職員を通じて随時、加入逍遥を実施予定。 

 （３）横浜 

    ・１２月１１日 税関長交渉を実施。新型コロナウイルス対策のため、人数を縮小して実施した

ため、青年層からの参加は無し。 

    ・今期はコロナ禍のため加入逍遥を実施せず、本関研修の昼休みに委員長と青年担当執行委員が

挨拶をした。 

    ・例年の加入逍遥については、採用研修後の本関研修の際に、新職の人達に昼休みに時間を割い

てもらい、昼食を取りつつ組合の紹介をし、加入逍遥を実施している。 

    ・旗開きは実施しない方向。 

 （４）名古屋 

    ・１２月９日 税関長交渉を実施。 

    ・加入逍遥については新職のみに対して実施している。配布している資料は青年委員会作成の資

料のみ。 

    ・旗開きはコロナ禍のため実施しない方向。本関地区以外の組合員向けの福引を拡大するか等と

いったことを検討中。 

 （５）大阪 

    ・１２月１６日 税関長交渉を実施。新型コロナウイルス対策のため、人数を縮小して実施した

ため、青年層からの参加は無し。 

    ・例年は新職への加入逍遥については採用研修後の本関研修の際に、就業後に懇親会を開催し、

その際に組合の説明会を兼ねた加入逍遥を実施。 

    ・今期はコロナ禍のため集合研修が実施されていない関係で例年のような加入逍遥が実施できて



おらず、配属先の組合員職員に加入逍遥を実施してもらおうという話が出ている。 

    ・大阪地本では例年、新職に対し加入逍遥を実施しているが、結果的に海取の職員しか加入して

もらえていないことが課題となっており、解決策を検討中。 

    ・今期はコロナ禍のため、旗開きを実施しない方向であり、例年実施している際の福引の景品（ユ

ニバのペアチケット等）を、多少豪華にして応募形式にしようと検討している。 

 （６）神戸 

    ・１２月１０日 税関長交渉を実施。 

    ・新職の加入逍遥については、本関勤務の新職については昼休みに書記局に来てもらい加入逍遥

を実施している。一気に全員を対象にするより、２～３人単位で個別に加入逍遥を実施した方

が反応が良いように感じる。 

    ・旗開きはコロナ禍のため実施しない予定。代替案として東京地本のハロウィーン企画を参考に、

書記局に来所した組合員にお菓子を配る予定。更に教宣紙（クイズ形式の応募券）を発行し抽

選で景品が当たるという企画を検討中。 

 （７）門司 

    ・１２月８日 税関長交渉を実施。新型コロナウイルス対策のため、規模を縮小して実施。（４対

４の対面式） 

・旗開きはコロナ禍のため実施しない予定。代替案として消毒液（クレベリン）を全組合員に配

布予定。 

・長崎地本さんを参考にインフルエンザのワクチン接種の補助（組合員の家族２名分まで、一人

につき２千円のクオカード配布）の補助を検討中。 

    ・例年であれば新職への加入逍遥については、採用研修後の本関研修の際に組合の説明をしつつ

加入逍遥を実施している。更に語学研修等で本関に来る際にも加入逍遥を実施している。 

・今期はコロナ禍の影響で例年のような加入逍遥が実施出来ていない。門司地区本部として、基

本的には新職には対面では勧誘しない方針。書記長が主導して４～５月に加入逍遥のメールを

送信し、反応のあった職員が徐々に加入してきているといった状況。反応のなかった新職に対

しては、１２月から村岡書記次長が対応を引き継ぎ、再度メールを送信し反応を見ている状況。

１０名に対しメールを送信した結果、３名が加入の意思を示してくれているが、３名が加入し

ない意思を示している。残りは返事待ちという状況である。 

    ・語学研修で若手が本関に来るので、その際に加入慫慂を実施予定。 

 （８）長崎 

    ・１２月１０日 税関長交渉を実施。（青年部を代表して渡辺青年部長が出席） 

    ・例年であれば新職への加入逍遥については、就業後の夕食、もしくは昼休みの昼食を取りなが

らの組合の説明と併せて実施している。 

    ・今期の新職への加入逍遥については、昼食時に実施している。委員長と当時の青年部長が対応

している。 

    ・旗開きはコロナ禍のため実施しない予定。 

    ・１２月２４日 青年部出張サンタ実施予定（希望する組合員の家庭にサンタとトナカイのコス

プレをした青年層組合員が行き、お菓子等のプレゼントを渡すという内容） 

     ←今回は４世帯から応募があり、長崎地本からは１５００円程度のお菓子の詰め合わせを子供

の人数分で渡す予定。 



    ・教宣紙にてインフルエンザの予防接種の案内（応募用紙付き）を実施。希望のあった組合員に

対し補助を実施する予定。 

 （９）沖縄 

    ・１１月～１２月にかけて、親を中心にオルグを実施している。 

・１２月１８日 税関長交渉を実施。新型コロナウイルス対策のため、規模を縮小して実施。 

・例年であれば新職への加入逍遥については、懇親会を開催し併せて加入逍遥を実施している。 

・今期はコロナ禍のため懇親会を開催できておらず、例年のような加入逍遥についても実施でき

ていない。今期は配属先の職場の先輩組合員が個別に加入逍遥を実施している。 

・旗開きについてはコロナ禍のため恐らく開催しないと思われる。 

     

２．「青年層組合員の処遇改善等に関する要求書」提出打ち合わせ及び総括 

①打ち合わせ 

 当日の発表者に対し、「青年層組合員の処遇改善等に関する要求書」の発言要旨を基にそれぞれの発

言箇所を確認した。 

 ②総括 

   考査管理室長会見の回答を確認し、次回要求書作成の際に、今回の回答を参考に議題を検討するこ

ととした。※考査管理室長からの回答については後日、教宣紙にて発表予定。 

 

３．研修所交渉について 

・前回委員会で検討した研修所交渉議題を基に、各地区本部からの答申に沿って議題を再度検討し、

別添の通り、交渉議題を作成した。 

 

４．今期のＪＣＵセミナー等について 

・各地区本部から提出された答申を基に今期の JCU セミナーのあり方について検討した。 

・新型コロナウイルスの影響により、例年実施している全国からの集合型のセミナーの実施は厳しい

と思われる。 

・オンラインによるセミナー、レクを実施するのが現実的だと思われる。 

・今年度の新職は柏での採用研修が実施されていないため、全国の同期との繋がりがないので、JCU

セミナーを通じて、全国の同期と繋がる機会を作ってあげたい。（オンライン飲み会等） 

・オンラインのセミナーは集中力を維持することが難しいので、長くて３０分程度の講義が良いと思

われる。 

・組合についての講義も大事だと思うが、青年層組合員が興味を持てる講義を組み込んだ方が良い。

（ニーサといった財テクについて等） 

・レクについては前回の委員会で E スポーツレクが出たが、恐らくはゲームに集中してしまい、交流

を図るという事に関しては難しいと思われる。 

・平日の開催よりも土曜日の開催の方が良い。 

・オンラインでも楽しく交流できるレクとして「ワードウルフ」というものがある。 

 ※今回の委員会にて実際に青年委員会メンバーで体験した結果、ある程度盛り上がった。 

←最終的には大人数でのオンラインによる JCU セミナーの開催を目指し、その第一歩として 

 ２月のどこかの土曜日（※緊急事態宣言が宣言されたことにより、緊急事態宣言解除後に早期に日



程調整を実施予定）に各地区本部の書記局に青年委員会メンバーを含む参加者（各地区３～４人程

度）が集合し、９時半頃スタートし、３０分のセミナーを２～３本を実施。昼食休憩を挟み１３時

頃からオンラインレク（ワードウル）を実施。１５時～１６時頃に終了予定。セミナーの内容や、

レクの細かい設定などは後日青年委員会メンバーにて調整することとした。 

 

５．その他 

  ・次回青年委員会日程について 

    研修所交渉に併せて実施予定。 

※当初は１月末を予定していたが、緊急事態宣言により、宣言解除後に改めて日程を調整する

こととした。 

 

  ・次回青年委員会の議題（予定）について 

    「研修所交渉の打ち合わせ及び総括」「各種アンケート検討」「先輩の声や JCU タオル等の作成、

配布について」「JCU セミナーについて」 

 

  ・青年委員会作成の加入逍遥について 

     現在作成している資料については、以前は各地区本部毎に資料を作成、配布しており、当時の

青年委員会メンバーが試しに全国で基となる資料を作ってみようということで作成したことが始

まりであり、毎年、青年委員会にて資料の内容を検討し改良を重ねて現在の資料となっているが、     

本来は青年委員会で作成した資料を各地区本部にデータで送り、各地区本部の実情に合わせて内

容を変更して使用することを目的として作成していることを、改めて青年委員会メンバーに説明

した。 

     各地区本部で新職（地区本部によっては青年層職員以外の職員の加入逍遥にも使用していると

聞いている）の興味があることは違う（例：冒頭の青年委員長の挨拶よりも、各地区本部の青年

担当執行部や青年部長の挨拶にする等）と思われ、既に資料の土台は出来ていることから、今期

は資料の更新は行わないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【第６１期の主な予定】※あくまで予定であるため、変更となる可能性はあります。 

日   程 内     容 

1 月下旬 
第 3回青年委員会 

税関研修所副所長会見 

2～3月 

緊急事態宣言解除後 

JCU セミナー 

第 4回青年委員会 

4 月 
総決起集会 

第 5回青年委員会 

5 月 第 6 回青年委員会 

6 月 

第 7 回青年委員会 

青年層組合員の処遇改善等に関する要求書提出 

税関考査管理室長会見 

6 月以降適宜 普通科研修アンケート（一般職・大卒程度） 

7 月適宜 青年委員会アンケート 

8 月 第 8 回青年委員会 

9 月 
第 9 回青年委員会 

第 14 回青年委員会総会 

  

  

  

  

  

 

【期限付き報告】検討中 

期 限 日 内     容 

  

  

  

  

  

 


